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ウデへ語文例補遺
津　曲　敏　郎
　本稿は筆者の画稿（津曲敏郎「ウデへ語文例」『言語センター広報謁第5号：83－9！，小樽商科
大学言語センター，1997年）に対する補遺であり，論稿文例への補足注記と新たな文例50条から
なる。前稿作成後の1997年3月，ロシア沿海州のクラスヌィ・ヤール村を再訪し，同じ話し手か
ら得た情報にもとづいている。ウデへ語の概況や話し手に関する情報，資料収集の方法，参考文
献等については前稿を参照されたい。前稿同様，資料を提供して下さった廊eKcaH即A託KcaH双po－
B四Ka四yra氏と，調査地で助言・助力を得た風間伸次郎氏（東京外国語大学）に謝意を表したい。
依然として分析の不十分さはおおうべくもないが，一参考資料として前稿に引き続き提示する次
第である。
　はじめに前稿の文例番号によって，若干の情報を補足し，次に前稿からの通し番号で，新たに
得られた文例50条を雨龍同様，調査に用いたロシア文，ウデへ語ローマ字表記，および後者にも
とつくE体語訳の形で列挙する。
前回文例注記
12．主語を複数buu「私たち」にしても，（Buu　ajumu）mgn∂sagdi　eniDeiのまま。　e鯛∂一fiだ
　　と「祖母」の複数性を示すという。発話者の用法では再帰語尾一i（単），一fi（複）が所有者「自
　　分（たち）の」の単複ではなく，所有される名詞の単複を表わす（ことがある）ようだ。
18．mute∂mu「できた」のままでもよいが，発話者の意図ではm就u一∂一mu「終えた」。88のmutg一
　　についても同。本来のmut∂一の例は53，56にある。
26．zolo－dl（道具格）はzolo－w∂（対格）でも可。前者はロシア語に引かれたものか。
46．過去形ならbliniに代えてbisinlまたはbiseとなる。
48．buul∂uではなくbulgu。
54．baagdigi一の第一音節は単なる長母音aaではなくいわゆる中断母音a’aに該当するようであ
　　る（前角p．83参照）。同語根を含む！03baagi一も同様にba’agi一である（下記207，216も参
　　照）。この語根以外での中断母音の生起はまだ明確には確認していない。
62．suu∂Hig∂一du－u（与格一2複）ではなく一du－iでいいという。再帰単数形「君たちは自分のお母
　　さんに」か（上記12の注記参照）。ちなみに主格ではsuu∂蜘∂一u「君たちのお母さん（が）」。
68．疑問文であることを明示するためには，疑問語尾を付してsau－11uとする。
71．場所格dill－19－1に代えて対格dili－w9－iは不可（cf．下記85）。
78．乙aa工amiも可だが，このままでよいという。
79．主語を複数猟atl「彼ら」にしてもmgmiはそのままでいいという（IHHe甑ep　1936：107では，
　　再帰代名詞複数対格形「自分たちを」はmgf∂量）。
84．数量詞を対格形にしてzuu　kil∂一wg　ul∂w9またはul∂zuu　kil∂一weはともに不可。
85．対格形ηala－wa－niも可。
go．　eini，∂miともに不可という。
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93．nuanl「彼が」に代えてnuama1窪i（対格）またはnuandtmi（与格）はともに不可という。
　　　una－1aga－ni「彼が乗るように」はu鍛a－i－w9－n｛「彼が乗るのを」でも可。
122．∂mglinigdgは∂mgd∂xlniでも可。
152．diimgの一m∂はなくてもよいが，強調の意味を添えるという。対格形と同形だがGHHe甑ep
　　　　1936：112），対格とは別語尾らしい。
153．omos三はol笠。乙iとも。
164．sitgdiiとすると，「（今）子供と一緒か」の意だという。またSil　sit9－i　biiP「君は子供が（一
　　　人）いるか」に対し，Sii　siね一u　biip「君は（複数の）子供がいるか」であるともいう。
167．「～が来るのを」の主語の部分は名詞・代名詞を問わず主格形を用い，対格形は不可。
168．6aalamiよりこaalaimiのほうをよく使うという（上記78も参照）。
追加文例
171．　EcJ掘　　Bbl　6y双eTe　3a｝｛匪MaTbc負　pyccK駁瀬
　　　　　負3blKoM　y難op難。，　Bbl　Bblyq縦Te　ero．
　　　　Su執aladi　lusa　kgl∂w∂ni　tatusilisiu，
　　　　　nonizeη∈）u　ud　k∂jedi　dianami．
　　　　君たちがよくロシア語を学べば，このこ
　　　　　とばで話せるようになるだろう。
172．Ko環a月払。雌y　B　Mara3湘，負BcTpe穫y　Te6H
　　　　　Ha　yJII4ue．
　　　　Bi1　王nagazi11∂tigi　Ugn∂1iSi，　Sinawa
　　　　　asagdiz∂U∂三buala．
　　　　私が店の方へ行けば，外で君に会うだろ
　　　　　う。
173．Ko瓢a　HeT負上町BuiKo調y，　o瓶BcTpeT踊
　　　　　CBoero双pyra．
　　　　Peta　skolatigi　葛9ngimie，　asagdigni
　　　　　gagdadii．
　　　　ペーチャは学校へ行って友達に会った。
174．　OHa疋廻TaJla，　Korムa　BouJJIa　Ma赫a．
　　　　ヨnii　iiSini，貸uanl　ta導iml∂blSini．
　　　　母が入って来たとき，彼女は読書してい
　　　　　た。
175．　OH　Haf珊caJI　cBo釜浬4cbMo　K丑By簾qacaM．
　　　　Nuani　m∂n∂　OniOi　zub9　～｝aaSatigi
　　　　　r捻utRe1径1．
　　　彼は自分の手紙を2時までに書き終え
　　　　　た。
176．　瓢b玉3aKoHqnJ玉擁騒a臓y　pa60Ty澱。　Toro，　KaK
　　　　　HPO3Be壬｛e護　3BO貝OK。
177．
178．
179．
180．
181．
182．
183．
Buu　gt∂temi　rnutugmu　komoxi
　j∂idgini　z朕lig王∂ni．
私たちは鐘が鳴るまえに働き終えた。
ORa　cKa3aJla，璽To経盟TaJla　3Ty｝〈HHFy．
Nuani蟻ti　knigawa　taBi∂mii　diaBkini．
彼女はこの本を読んだと言った。
OH　roBoP解，　qTo　ol粗Hoe丑yT　B　Xa6apoBcK
　JleTOM．
Nua i　dla簸ailli　n賢aもi　z鷺a　Xabarov－
　skatigi［Boo王i宅igi］η9ngzeggti．
彼は彼らが夏にハバロフスクに行くと
　言う。
∂Ta　KI｛軽ra　Haf1韮4ca影玉a短。｝嗣双pyFOM．魑
Uti　kniga　bii　gagdadii　onioso．
この本は私の友人によって書かれた。
ノまoM　6王）L雁　琵ocTpoe冠　B　npo田上。網　MecHUe．
Zugdi　taamafi　biala　woso．
家は先月できた。
rlyCTb　OHI4｝玉e　xo及只T　Ty双a！
Nuati∂zeUgti　xu更ik：tgsi　utauxi．
彼らはそこへ行かないだろう。
双 熱e y　rOBop｝｛Tb．
Buj∂鍛uani　d三a1雀alaga蔦i．
彼に話させてやれ。
OH　c廻。＞旨くeT　q睦TaTb　pyccK縦e　K｝｛獄r聾qepe3
　Mec月U．
OrnO　bia　　d慧k）n∂isini　n積aRi　lusa
　knigaweni　tagimi　muねZ∂η∂ni
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184．
185．
186．
187．
188．
三89．
190．
！9！．
　　［員oniz9ミ〕eRi］．
ひと月たったら彼はロシアの本を読め
　　るだろう。
巫王）1双oJI＞KH王）1双eJlaTI）ypoKI4　e）KeムHeBHo．
Minti　giaUa　n∂gilli　tlrokgw∂
　nix∂zgugfi［wozouofi］．
私たちは毎日課題をすることになって
　　いる。
○…｛a双。護＞KHa　6b輩Jia　c及eJIaTb∋Ty　pa60Ty．
Nuani　uti　eねt∂uw∂n呈x∂zgUg捻i　bislni．
彼女はこの仕事をすることになっていた。
○｝｛及oJI＞Ke｝玉6yムeT　q縦TaTb∋Ty　KKHry．
N競ani　taτ｝izgUgni　［ta｛〕iz∂gt∂］　　uti
　kaigawe．
彼はこの本を読むだろう。
FoBoP疑TI）Ho－y煮∋re負cKH｝｛eTpy及Ho．
Udi∂rnedi　dianaim三manga［1…ilapt圭］∂i
　big．
ウデへ語で話すのはむずかしくない。
エ〉10∫｛cecTpa　HoflpocHJIa　MeH兎Ho薩T腔Ty煮a
　c磯e員．
B戴∂xgi　k∂lee鴛i　minawa［bli］utauxi
　nuandini　ugRgl∂gei．
私の姉は私がそこへ彼女と行くように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cf．頼んだ。（kele∂niはg∂1ggniとも．
　217）
Ba田a　3a双aqa－yq劉Tbc月xopo田。，
Sii　kolii　aja（量i　tatusisii．
君の本分はよく学ぶことだ。
0韮｛Hy二丁B哲JMCb，　yB縁双負MeH5｛．
N雛ati　xonooもi，　mlnawa　is∂endi（fi）
彼らは私を見て驚いた。
0｝｛　双aJI　MI｛e　pyqKy，　qTO6bl　再　Ha灘｛caJI
　騰iCbMOム在匹田e．
　　　　　　　　　　　　　　　Nuani minduu　ruckaw∂　bue簸i，　bli
　Mi§aduu　oniowe　oniologoi．
　　　　彼は私にペンをくれた，私がミーシャに
　　　　　手紙をかくように。
：L92．　ヌxo隅y，纏To6b玉Tb玉Hp鱗u玉議a　paHo　cero五Hヲ｛．
　　　　Bii　～iaalaimi，　sii　eineηi　bazig∂
193．
！94．
195．
196．
197．
198．
199．
200．
201．
202．
　gmggileggi．
私は君が今日早く戻るように望む。
1VIHe　f｛e　I｛paB｝｛TC5｛，　KaK　O｝｛9TO双e誕aeT．
Bii　eirni　alu　nuani　utgbgdg　rとixgiweni．
私は彼がこんなふうにするのが好き
　　じゃない。
只躍06JI｝O　BH双eTb　yJlb16a｝o皿睦ec珊JI腔L裂a。
Bii　ajumi　iniei　degdim∂圭se三mi．
私は笑っている顔を見るのが好きだ。
ムへaJlbτ｛｝4K，　c匪π銭H！｝｛最　3a　cTo護。瀬，　el…　6paT．
Z鷺eze　kialaniねi　baata，　r｝uani　n9ミ〕uni．
机の前に座っている子は彼女の弟だ。
OHa　B｝）1田Jla　y識b16a月Cb．
N蟻ani　inねmi∂niugni．
彼女は笑いながら入って来た。
Pa36哲Ta月qa妓IKa』e＞KaJia　Ha　nOJ｛y．
Cambiktu　moxoo　pa圭a　uj919簸i　bisi簸i．
割れた茶碗が床の上にあった。
y脳TeJlb　6b獺3a　cBO珂M　CTO瀕OM，　KOP五a賃
　BO膿eJI．
Bii　i均9gi，　tatusii　nii　rngn∂　zu∂z∂i
　k三alani　t93R三．
私が入ると先生は自分の机の前に座っ
　ていた。
neT戴xOqeT，　qTO6bl廻HaB鍼ca』9TO
　鐸珂CbMO，
Peta乙aalaini　bii　utl　o盒iowe　oniologei．
ペーチャは私がこの手紙を書くように
　望んでいる。
到　B呂丑e護，qTO　OH　I30H匪1…誼B及OM．
Bii　ise∂mi　nuani　z礒gditigi圭」∂wgni．
私は彼が家に入ったのを見た。
OH　C護blHJa調，毛｛τo　只OTKPb雛双BePb．
Nuani　dogdi∂ni　bii　woptiwg
　nig就il∂iwgi．
彼は私が戸を開けるのを聞いた。
只　cJlbl田aJI，　KaK　O｝｛a　fleJla　y及3re薩cKyiO
　HeCHK）．
Bii　dogdig∈）i，　o独odo　nuani　級die
　lxew∂ni　caηalaiw∂ni．
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204．
205．
206．
207．
208．
209．
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212．
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私は彼女がウデへの歌をどう歌うかを
　聞いた。
OH　躾a6護K）煮a護　3a　TeM，　KaK　OH縦　Hrpa認レI　B
　ca丑y．
Nuani　is∂si∂ni，　onodo　貧ua£i　saadala
　9賢SIW∂1tl．
彼は彼らが庭でどう遊ぶか見ていた。
OH腔e躍He　B駅e甜9TOTφMb河．
Nua毛i　xai　gsitl　is∂∂uti　filimaw∂．
彼らはこの映画をまだ見ていなかった。
ORa　paccKa3aJla　M｝｛e　I4賊Tepeα｛y｝0　珂。－
　TOP掛0．
Nuani　mi簸duu　kut績　s∂bz∂ηk：e
　t∂1uηUNve　tg1葛なusi∈）ni．
彼女は私にとてもおもしろい話を話し
　た。
Cero双H兄　灘bl　HO益双6M　Ha　co6pa猛レle．
aineUi　mint三sabranitigi夏〕∂1沿z9ミ〕∂f童．
今日私たちは集会に行く。
BoT腿cbMo，　KoTopoe男noJlyq盟Jl　oT　HeFo
　8qepa．
ai　bii　tiingBi　1箕芝a捻d圭gini　ba’ami　onio．
これは私がきのう彼からもらった手紙
　だ。
臨16bl護撒OBO酬bl，　qTO　f騨田蕊OTeu．
Buu　agdaai噴u　abug∂∂megigrn911i．
私たちは父が帰って来たことを喜んだ。
OH　Bblu旧ムeJI卜leM｝康oro　ycTaJH）IM．
Nualli　d∂娯en窪bgdg　bis9．
彼は疲れているようだった。
BOT及OM，瓢e負po細講。銭。
ヨi（i19）bii　bagdi∂mi　zugdi．
これは私が生まれた家だ。
npoLH調。　y＞Ke　HHTb　JleT　co澱H月ero　cMepT同．
Nuani　bud9∂ni　amialaRi　tuOa　s99
　du玉enggz9．
彼が死んだあと5年が過ぎた。
Bpaq　Pa3pe田田I　eMy　ryJI男Tb　B　ca双y．
Tausii　nii∂i貧i　kamalii　nua員i　saadala
　xuliktgsiwgni．
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214．
215．
216．
217．
218
219．
220．
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医者は彼が庭で歩くのを禁じない。
∂To　Ta　caMaH　KI｛14ra，　o　KoTopo益　MbI
　rOBOPレ1調｝4。
Uti　ei　btIu　dianarnt1茎｛Riga　biini．
これは私たちが話していたその本だ。
OTeu　Hp貿Ka3aJI　M｝｛e　fエ。薩T｝i　Ty丑a　HeMe及一
　　護e疑HO．
Abuga　bii登tauxi　iηgulg　Bgn∂1∂9∂i
　　diaBkini．
父は私がそこへすぐに行くように言っ
　　た。
ヌ【日p錘BblK　pa｝｛O　BCTaBaTb．
B三itatien窪i　bazige∂之∈）∂gilni．
私は早く起きるのに慣れた。
OH　npシ董exaJI疑a双pyro錘双ei｛b　Eo　HoJlyqeHH麟
　　OT　MeH月　n鼠CbMa。
Nuani　bii　onioi　ba’as三gagda　ngBindule
　　gmg91gnL
彼は私の手紙を受け取った次のEiに
　　帰って来た。
Ol｛a　30B邑T　Me｝｛チ｛Ha　HOMOL砥1）．
Nuanl　bii　b∂1∂sileggi　［minawa
　be玉∂silgm∂i］9∂1∂i鷺i．
彼女は私が手伝うように望んでいる。
只　6b韮JI　pa澱　丁OMy，　qTO　MaTb　BePHyJlaCb
　　paHO．
Bli　agdaami　eni弓∂l　badig99
　　mudaDigmgni．
私は母が早く戻ったのを喜んだ。
XoTb　HoFo皿a　6b研a　H匪oxa貸，　Mbl獄oexa照
　3a　ropO双。
Bua　g∂e　bisin至d9，　bu観xoto　caatigini
　gUh！径∂∂mU．
天気は悪かったが，私たちは街の外へ出
　　かけた。
yMe朋TaKOe　qyBcTBO，経TO分磯TO－TO
　3a6blみ．
Bil　l∂Rk∂00moomimgdg　big．
私は何か忘れたみたいだ。（oηmooml－
　b∂dgとも）
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